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２００４年度上半期消費生活相談上位１０位（商品、サービス別）

　

今
年
度
上
半
期
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
急
増
し
、
総

数
は
３
２
６
８
件
、
昨
年
度
同
期
よ
り

８
３
６
件
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
大

半
は
い
わ
ゆ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

の
相
談
で
、
特
に
６
月
以
降
は
激
増

し
、
ピ
ー
ク
時
は
１
日
に
１
０
０
件
以

上
の
相
談
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

主
な
相
談
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
不
当
請
求
・
架
空
請
求
】

　

相
変
わ
ら
ず
多
い
不
当
請
求
・
架
空

請
求
の
相
談
で
す
が
、
６
〜
８
月
に

「
ハ
ガ
キ
で
、
身
に
覚
え
の
無
い
有
料

サ
イ
ト
利
用
料
金
の
請
求
を
受
け
た
」

と
い
う
相
談
が
激
増
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
こ
の
時
期
、
市
内
に
同
様
の
ハ
ガ

キ
が
大
量
に
届
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
ハ
ガ
キ
や
、
ま
た
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
等
に
よ
る
請
求
は
、
身
に

覚
え
が
無
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
連
絡
を
す
る
と
相
手
に
個
人

情
報
を
知
ら
せ
る
事
に
な
る
の
で
絶
対

に
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
架
空
請
求
で
あ
っ
て
も
、
裁
判

所
か
ら
の
正
式
な
通
知
（
支
払
督
促
、

少
額
訴
訟
等
）
の
場
合
は
適
切
に
対
応

し
な
い
と
相
手
の
請
求
が
認
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

【
住
宅
関
連
工
事
】

　

「
屋
根
を
点
検
し
て
あ
げ
る
」
、

「
無
料
で
建
物
の
耐
震
診
断
を
し
ま

す
」
と
言
っ
て
訪
問
し
て
き
た
業
者
と

高
額
な
契
約
を
結
び
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な

る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
必
要
な
け
れ

ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
訪
問

販
売
の
場
合
、
契
約
か
ら
８
日
以
内
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が

で
き
ま
す
。

【
新
聞
】

　

「
新
聞
の
契
約
を
し
た
が
、
不
要
に

な
っ
た
の
で
解
約
し
た
い
」

　

訪
問
販
売
に
よ
る
購
読
契
約
は
、
８

日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、
消

費
者
側
か
ら
一
方
的
に
解
約
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
安
易
に
契
約
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

【
会
員
権
の
二
次
被
害
】

　

以
前
、
会
員
権
契
約
を
し
た
人
へ

「
会
費
を
滞
納
し
て
い
る
の
で
解
約
し

て
あ
げ
る
」
と
電
話
で
呼
び
出
し
新
た

な
契
約
を
さ
せ
る
二
次
被
害
の
相
談
で

す
。
過
去
の
契
約
と
は
関
係
が
な
い
の

で
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

【
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
】

　

「
銀
行
預
金
よ
り
お
得
」
と
言
っ
て

勧
誘
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
外
国
為

替
証
拠
金
取
引
の
相
談
が
主
に
高
齢
者

に
増
え
て
い
ま
す
。
元
本
保
証
は
無

く
、
巨
額
な
損
失
を
被
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
基
本
的
な
仕
組
み
が
分
か
ら
な

い
人
は
、
取
引
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

消
費
者
基
本
法
が
公
布
施
行

　

６
月
に
「
消
費
者
基
本
法
」
が
施
行

と
な
り
、
「
消
費
者
の
権
利
」
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。　

月
に
は
「
特
定
商
取

１１

引
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
施
行
と
な

り
、
訪
問
販
売
等
に
関
し
て
事
業
者
に

対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
、
消
費
者
を

取
り
巻
く
環
境
の
法
的
整
備
が
進
み
ま

し
た
。
契
約
し
た
け
れ
ど
「
し
ま
っ

た
、
困
っ
た
」
と
き
は
、
早
め
に
消
費

生
活
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
相
談
は
専
用
電
話
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□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
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８
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２
０
０
４
年
度

上上
半半
期期
消消
費費
生生
活活
相相
談談
のの

概概
要要

前年度同期件数内　　　容順位
３７５７７４電話情報提供サービス（主に不当請求）１
２５６１８オンライン情報サービス（主に不当請求）２
３０２２５０フ リ ー ロ ー ン ・ サ ラ 金３
１５３１８６商品一般（主に不当請求）４
１１５９５賃 貸 ア パ ー ト ・ 借 家５
８５７３住 宅 関 連 工 事６
２２４２エ ス テ サ ー ビ ス７
４１４１自 動 車８
３７４０新 聞９
４０３５健 康 食 品１０

件　数月

４７２４

４６４５

７１４６

５９９７

５６７８

４５２９

４～９月の相談件数推移

　

介
護
保
険
制
度
は
、
要
介
護
、
要
支

援
状
態
に
あ
る
方
が
各
自
の
選
択
に
よ

り
日
常
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
わ
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に

利
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
第
２
期
の
２
年
目
に
入
り
、
厚

生
労
働
省
で
は
第
３
期
（
２
０
０
６
〜

２
０
０
８
年
度
）
の
見
直
し
に
向
け

て
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
５
年
間
で
高
齢
者
の
増
加
に
伴

い
、
高
齢
化
率
は
上
昇
し
、
認
定
者
も

増
加
し
て
い
ま
す
（
表
１
）
。
そ
れ
に

よ
り
給
付
費
も
伸
び
て
い
ま
す
（
表

２
）
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
給
付
費
と
保
険

料
の
負
担
が
連
動
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
制
度
で
負
担
割
合
は
（
表
３
）
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
約
半
分
は
公
費
負

担
で
、　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保

６５

険
者
）
の
負
担
は
約　

％
と
な
り
ま

２１

す
。

　

か
つ
て
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
以

前
、
高
齢
者
の
介
護
は
家
族
で
支
え
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
支
え
る
人
に
重
い
負
担
を
課
し

て
き
ま
し
た
。
介
護
の
状
態
は
重
度
化

し
、
病
院
に
入
院
さ
れ
る
高
齢
者
の
増

加
、
医
療
費
の
高
騰
を
招
い
て
い
き
ま

し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
５
年
目
を
迎
え
い

ま
だ
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
福
祉
が
格
段
に
良
く
な
っ
て
き
た

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

今
後
は
、
単
身
者
世
帯
お
よ
び
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度

は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
よ
り
よ
く
介
護
保
険
制
度
を
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
支
え
る
み
な
さ

ん
、
事
業
者
、
自
治
体
の
意
識
の
向
上

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
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７
２
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　町田市教育委員会では、１１月６日（土）の
東京都教育の日の行事として、教育講演会
を市民フォーラムで開催しました。約１８０
人の参加者で会場は満席となりました。
　内容は、大学教授、警視庁職員、町田市
青少年委員をパネラーに迎え、小学校長の
司会によるパネルディスカッション。「子
どもの心を理解する」をテーマに、情報化
社会を生きる心構えや、青少年犯罪の背景
にある心理、地域の保護者同士の連携や子
育て支援の取組などについて、白熱した議
論が交わされました。
　「子育ての基本は話を聴くこと」「失敗
を恐れず失敗を活かすこと」など、保護者
・教育者の心構えが話し合われ、会場から
は「大変参考になった」「とてもいい話だ
った」という声が多く聞かれました。

□問 教育委員会指導課11７２４・２８６７

　市道を市民に親しまれ、生活に密着した、誰からも愛される
道路にすることを目指して、市内の幹線道路に愛称を順次付け

道路延長路線名路線番号No.
０.８１㎞小山橋本線３・４・４２①
３.２１㎞矢部図師線３・４・１９②
２.４０㎞木曽金井線３・４・１５③
２.８０㎞金森小川線３・４・４④
３.００㎞能ヶ谷井の花線３・４・２１⑤

ていきます。
　今回は、上記の５路線について、道路の愛称を募集します。皆さ
んに親しまれるような愛称を考えて下さい。
○応募資格　市内在住、在勤の方
○応募期間　１１月２１日～１２月２０日（消印有効）
○応　　募　郵便ハガキに路線番号及び愛称（１路線１案）とその

愛称の理由をご記入のうえ、住所・氏名・電話番号を
明記し、建設総務課総務係へ（〒１９４ー００２１、中町１ー
４ー４、中町第２庁舎、11７２４・１１２０）。

※道路愛称名選定要綱により決定します。
※作品の著作権は町田市に帰属します。
※応募作品は返却しません。

町
田
市
の
い
ま

制
度
を
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
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